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さて， ~jg もが朝鮮仏教史を学ぶ時に手にする鎌田 ［1987）の構成は次の5章
より成っている．
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第l章古代三国の仏教
第2章統一新沼の仏教
第31在高麗の仏教
第4主 李朝の仏教
第5章韓国の仏教
本書は更に詳細な『朝鮮仏教史』の出版への足がかりであるという．先
に言う『中外日報』によると，なぜ，朝鮮仏教に目を向けたかについて，
鎌田は一つの作業仮説を立てている． 「それは中国の唐の儀礼は， 日本の
南都や高野山，比叡山などに伝承され，唐宋から北宋にかけての儀礼は．
総国の仏教寺院に保存され，南宋のそれは日本の玉山禅林に，明代以後の
ものは現在の中国大陸の寺院や香港，台湾，東南アジアの筆入社会の中国
寺院や日本の黄紫宗に伝承されているのではないか」と言うのである 鎌
田は「中国仏教史の全体像を把握するには．教理，教団，儀礼，仏教美術
全般にわたって注意を払いながら研究を進展させる必要がある．これから
もできる限り，他の分野の成果や，中国の学者の成果を吸収しながら．中
国仏教の変遷の歴史を自分なりに理解したいと思っているj と述べるよ う
に，教理史のみに終始してきた従来の研究に対して，常に反省を加え，総
合的な研究を目指そ うというのである．それは朝鮮仏教史の研究について
も同様の視点が必要である． 「教団史の面では，今日の韓国仏教を理解す
る上で重要なのは李朝の仏教であり，さらに高麗仏教の理解が深められな
ければならない．高腿仏教を正確に把握するためには，中国の宋元仏教の
研究が必要であり，チベット仏教の影響も無視することはできなし、Jとあ
るように，教理史においですら幅広い視野が要求されるであろう．更に韓
国の仏教儀礼にしても， 「中国の仏教儀礼との比較研究が今後に残された
線閣であるJと言うのである． 日本の研究者の成果にのみ基づく従来の研
究も反省すべきことは当然であり，鎌田は「近年は韓国の仏教学の著述が
次々に刊行されてき・た．そのため，どうしても韓国学者の成果を積極的に
摂取する必要がある．ハングル文献を解読し， その成果を批判的に被取す
ることなくして，朝鮮仏教史の研究は不可能になったといってよし、Jとい
10 韓国仏教通史の主な研究
う指摘を忘れてはいないのである．鎌因が果たし，これから目指そうとす
る点に留意すると共に，その注意点、は今後の朝鮮仏教史を解明していこう
とする研究者が心がけねばならないことであろうし，鎌田によって見事に
方向づけられていると言ってよいのではなかろうか．
ここに通史としての研究史を概観してきたが，更に詳細な分野ごとの研
究史については，それぞれの成果報告を参照して頂きたい．本書の中にはz
成果として仏教美術史を含めて検討すべきかどうかが問題になったが，そ
の全般に及ぶには担当者の関心の問題もあり，また，膨大な論文数を追加
しなければならないので， 最小限とすることにした 特に中吉功編（1973]
『海東の仏教』（国書刊行会）はz 通史の紹介の上において見落とすことの
できない著書である．本書は三部より構成され，第一部の 「海東の仏教J
第二部の「海東仏教美術図嚢」と第三部「海東仏教年契Jより成っている．
第一部は，権相老藁『朝鮮仏教史藁』を日本語に翻訳し，改名したもので，
通史として便利な論である．分量は多くはないが，通史を概観するには，
有意義な作であり，第二部は出版当時の写真も加えた仏教美術の解説で，
第三部は仏教史年表となっている．その他，仏教美術史の分野においても，
たとえば常盤大定 ・関野貞共著の『支那文化史蹟』 (1939～1941）は，増補
を伴って法蔵館より再刊され，（1975～1976］『中国文化史蹟』 12巻 ・補遺l
巻と「解説J2巻が刊行されて，中国仏教史蹟の貴重な報告として今日なお
その価値を失つてはいないその共著の一人である関野貞には，［1941］『朝
鮮の建築と芸術~（関野貞博士記念事業会 編集代表伊東忠太編，岩波書店）
があるが，これらの朝鮮仏教の美術史としての成果は今日なお価値がある
といえよう その他の主なものに，斉藤忠［1947］『朝鮮仏教美術史考』（宝
雲舎）， 中吉功［1971］『新羅・ 高麗の仏像』（二玄社），金元龍［1976］『韓国美
術史』（名著出版），黄寿永［1978］『韓国仏像の研究』（同朋舎），金元龍編［1986]
『韓国美術l』（講談社），請書弘隻編［1987］『韓国美術2』（講談社），李東洲編
[1987］『韓国美術3』（講談社）などがある 朝鮮仏教史の研究を今後進める
上で，これらの美術史の成果を軽視すべきではなく，そのことは上述の鎌
田が指摘した通りであることを，再度言及しておくことにしよう．
今後も当然のこととして日朝交渉史の研究も盛んとなることであろうが，
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ここでは，代表的な研究として田村円澄［1980］『古代朝鮮仏教と 日本仏教』
（古川弘文館）と同［1985］『古代朝鮮と日本仏教』（講談社学術文庫）を載せて
おきたい．
なお，朝鮮仏教史の研究史についても，十分なものはなく，わずかに 「戦
後仏教史学の回顧と展望Jの特集の中に，第二部の中国に牧田諦亮［1956]
「朝鮮」（『仏教史学』 5-3・4）が付設されているが，牧田自身が寓目せる
ものの紹介と断っている．その点では，後に禅思想、の研究史で紹介する鄭
性本（茂換）［1994］「韓国の禅J（回中良昭編『禅学研究入門』所収，大東出
版社）は，朝鮮の禅思想、の研究を中心として執筆したものではあるが，従来
全くなかった朝鮮仏教史の研究史の経過を補っていると言ってよい．
ただ，韓国仏教の資料目録と解題は．東国大学校仏教文化研究院編 『韓
国仏教撰述文献総録』（東国大学校出版部， 1976）があり，日本語に翻訳さ
れたのが『韓国仏書解題辞典』（図書刊行会， 1982）であり，極めて便利な
目録である．本特集を合わせて利用すればより便利になることを期待した
し、
また近年の殺害の出版は慶賀にたえない． 『高麗大蔵経』の影印版の出
版と共に， 『隣国仏教全書』（全12冊）（東国大学校出版部）が1979年l月より
1996年l月にかけて出版されたことは，今後の研究に大いに碑益するであろ
っ．
イシイ シュウドウ
（駒沢大学仏教学部教授）
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